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研究分野：考古学 
科研費の分科・細目：史学・考古学 
キーワード：レプリカ法・SEM・栽培植物・縄文時代・圧痕・極東アジア・貯穀害虫 

 
１．研究計画の概要 
（１）レプリカ・セム法を用いた縄文時代の
栽培植物や家屋害虫の研究を全国展開する。
比較資料として、極東アジア地域の同時代の
栽培植物についても調査・研究を行う。これ
により、縄文時代の植物栽培化のプロセスと
渡来栽培植物の起源と経路が明らかになる。 
（２）レプリカ・セム法の古民族植物学にお
ける学問的位置について検討を加える。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）圧痕調査は、佐賀県を除く九州各県、
岡山県、愛媛県、香川県、大阪府、長野県、
山梨県、東京都、福島県、山形県、岩手県、
秋田県、青森県、北海道・韓国など当初調査
を予定した地域で展開している。 
 これら地域において、ダイズ・アズキ・キ
ビ・アワ・エゴマなどを中心とした栽培植物
種子圧痕が検出され、ダイズ・アズキの縄文
時代前期からの栽培開始、キビ・アワなどの
流入時期などが明確になりつつある。イネの
問題に関しては、流入想定時期を遡るコクゾ
ウムシ（貯穀害虫）の発見などから、イネの
流入時期は新たな課題が浮上してきた。 
（２）種子・昆虫同定法にかかわるマニュア
ルを製作中である。この作業は植物種子に関
する遺跡情報の効率的な回収が必要であり、
遺跡調査者の利便を図る必要があるとの認
識から発生したものである。同時に、この作
業により、圧痕レプリカ法の理論的位置づけ
が明確になるものと思われる。 
（３）X線 CT による潜在圧痕の検出 
 今回の科研の課題の一つである「種子や昆
虫は意図的に土器に入れられたのか偶然に
入ったのか」という問題に対処するため、鹿
児島県内でコクゾウムシを検出した土器片

を X 線 CT スキャンで撮影し、検出圧痕部の
詳細な画像を得るとともに、それ以外の部分
を観察し、潜在的な圧痕がないか調査を実施
している。現在、技術的課題を検討している
段階であるが、将来的にはこの方法を確立し、
検出をもくろんでいる。 
（４）X線 CT による大型モデリングの作成 
 圧痕部を X 線 CT スキャンで撮影し、３D
プリンターで打ち出し、博物館等での展示品
として、走査電子顕微鏡による写真では実感
できない視覚的効果を向上させる試みを行
っている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由) 
圧痕調査は粗密の差はあるが、ほぼ予定箇

所で調査を終了しており、補足調査を残すの
みである。同定マニュアルは現在 30％ほどの
進捗状況である。本年度は圧痕調査自体より
報告書の作成や同定マニュアルの作成に重
点を置くため、本年度中に完結する見込みで
る。 
 これまでの調査によって、縄文時代のダイ
ズ栽培と伝播の過程、縄文時代後期～晩期の
栽培植物の全国的な組成差などが明らかに
なった。しかし、依然、朝鮮半島からのイネ
やアワ・キビなどの穀物の流入時期に関して
は、最初の伝播地と考えられる九州地方でま
だ不明な点がある。とくにイネ関連資料は、
1 万年を遡るコクゾウムシの発見などによっ
て、研究開始以前に発見されていた資料の再
検討が必要となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）研究成果の総括 
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 これまで収集された資料をもとに、資料集
の製作、研究成果の論文化および一般向けの
図書を刊行予定である。 
（２）研究成果の公開 
 日本考古学協会セッション、韓国ソウル大
学と共同で開催する研究会にて研究成果の
総括を行う。 
（３）種子同定マニュアルの作成 
 圧痕調査法の理論的説明、種子などの考古
遺跡から出土する植物遺体の同定法を解説
した本を刊行予定である。これにより、遺跡
調査における利便を図るとともに、本分野の
将来的な研究の発展が期待できる。 
（４）新たな方法の構築 
 稲作の起源問題ともかかわるコクゾウム
シ圧痕の X-CT を利用した研究を開始してい
る。この方法は今後土器圧痕の詳細な分析に
有効であり、圧痕の検出段階からこれら機器
を利用した方法を開発する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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